
　本テキストは，皆さんが無理なく基本をマスターし，かつ応用力を養成できるように編集し
てあります。
　単元ごとに，知識の確認のための基本事項とそれを定着させるための例題があり，さらに問
題を解く力を確実にするために，演習問題Aと演習問題Bが段階を追って配列してあります。
また，分からない問題がでてきたら，すぐに基本事項や例題に戻って，新出の用語・公式・法
則などを確認し，その使い方を見ることができます。
　数学は暗記だけでは対応できない科目です。本テキストの学習を通じ，基本事項の利用法と
正解へのプロセスを体得し，実力を確かなものにされることを願っています。

本テキストは，次のように構成されています。
▶基本事項  問題を解くにあたって必要とされる用語・公式・法則などがまとめてありま

す。
▶例　　　題　　 基本事項で得た知識を，実際に問題の中で使ってみることによって身につけ

ます。
▶演習問題Ａ　　 ここに集めてある問題は，演習問題Bに取り組む前にこれだけは押さえてお

きたいという，必要最低限のレベルです。解けた場合も，そうでない場合も，
正解に至るまでの解法を必ず確認しましょう。

▶演習問題Ｂ　　 標準から発展レベルの問題を収録してあります。基本事項・例題で学んだ知
識・解法をどのように応用していけばよいかを考えながら，問題に向かうと
効果的です。
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1 分点の位置ベクトル
　異なる2点A（ a

>

 ），B（ b
>

 ）に対して，線分 AB を  m：n  の比に内分する点P（ p
>

 ）は

　　　p
>

＝n a
>

＋m b
>

m＋n

　線分 AB を  m：n  の比に外分する点Q（ q
>

 ） は

　　　  q
>

＝－n a
>

＋m b
>

m－n

　とくに，AB の中点 M（ m
>

 ）は

　　　m
>

＝a
>

＋b
>

2

2 重心の位置ベクトル
　A（ a

>

 ），B（ b
>

 ），C（ c
>

 ）を3頂点とする三角形 ABC の重心G（ ©
>

 ）は

　　　©
>

＝a
>

＋b
>

＋c
>

3

3 １次独立性の定理
　a

>

≠0
>

，b
>

≠0
>

，a
>

™\ b
>

  のとき，実数  k，l，k'，l'  に対して

　　　k a
>

＋l b
>

＝k' a
>

＋l' b
> k＝k'

l＝l'

が成り立つ。これを1次独立性の定理といい，a
>

  と  b
>

  は互いに独立という。
4 ２直線の交点の位置ベクトル
　2直線 AB，CD の交点P（ p

>

 ）の位置ベクトルを求めるには
⑴　Pが AB 上にあることを表す。（共線条件）
⑵　Pが CD 上にあることを表す。（共線条件）
⑶　⑴⑵の  p

>

  を，1次独立な2つのベクトルで2通りに表す。
⑷　⑶で得られた2つの式を比較して，p

>

  を決定する。
5 成分による計算
　　　（a1，a2）±（b1，b2）＝（a1±b1，a2±b2）　（複号同順）
　　　k（a1，a2）＝（ka1，ka2）　（kは実数）

6 成分表示されたベクトルの大きさ
　a

>

＝（a1，a2）  のとき，│a
>

│＝ a1
2＋a2

2

7 ベクトルの平行条件
　a

>

≠0
>

，b
>

≠0
>

  のとき，a
>

™b
>

b
>

＝ka
>

　（ただし，kは0でない実数）
8 ベクトルの内積
　a

>

･b
>

＝│a
>

││b
>

│cos i　（ iは  a
>

  と  b
>

  のなす角で，0°≦i≦180°  とする）
　a

>

＝0
>

  または  b
>

＝0
>

  のとき，a
>

･b
>

＝0

　　とくに，i＝0°  のとき，a
>

･a
>

＝│a
>

│2

9 ベクトルの垂直条件
　a

>

≠0
>

，b
>

≠0
>

  のとき
　　　a

>

⊥b
>

a
>

･b
>

＝0
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>>
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ル
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>
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図のように三角形 ABC の辺 AB を  1：2  に内分する点をP，辺 AC を  2：1  に
内分する点をQとし，BQ と CP の交点をRとする。
CR：RP＝s：（1－s）  とおくと

　　A
>

R＝ s
 A

>

B＋（1－s）A
>

C

また，BR：RQ＝t：（1－t）  とおくと
　　A

>

R＝（1－t）A
>

B＋  t A
>

C

したがって，s，t  を消去して  A
>

R＝  A
>

B＋  A
>

C  である。また，RP を  1：r  （0＜r＜1）  に外分する点
を M とするとき

　　A
>

M＝ 1
1－r
｛（ －  r）A

>

B－  r A
>

C ｝

したがって，A
>

M と B
>

C が平行になるのは  r＝   のときである。
次に，AB＝3，AC＝4，∠BAC＝60°  のとき，A

>

M⊥A
>

C  となるのは  r＝   のときである。

　AP：PB＝1：2  より，A
>

P＝ 1
3

 A
>

B

　CR：RP＝s：（1－s）  とおくと，内分点の公式より
　　　A

>

R＝s A
>

P＋（1－s）A
>

C

 　＝ s
3

 A
>

B＋（1－s）A
>

C　……①　 A
>

R を A
>

B と A
>

C  で表す

　AQ：QC＝2：1  より，A
>

Q＝ 2
3

 A
>

C

　BR：RQ＝t：（1－t）  とおくと
　　　A

>

R＝（1－t）A
>

B＋t A
>

Q

 　＝（1－t）A
>

B＋ 2
3

 t A
>

C　……②　　 A
>

R を A
>

B と A
>

C で表す

　A
>

B≠0
>

，A
>

C≠0，A
>

B™\ A
>

C  より　 A
>

B と A
>

C は1次独立
　①と②の係数を比べて

　　　 s
3
＝1－t，1－s＝ 2

3
 t

　これを解いて

　　　s＝ 3
7
，t＝ 6

7

　①に代入して

　　　A
>

R＝ 1
7

 A
>

B＋ 4
7

 A
>

C

　また，M は RP を  1：r  に外分するから
　　　MR：RP＝r：（1－r）
　　　A

>

P＝（1－r）A
>

M＋r A
>

R
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>>
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　　　A
>

M＝ 1
1－r
（ A

>

P－rA
>

R ）　 　 外分点の公式より直接求めてもよい

 　＝ 1
1－r

1
3

 A
>

B－r（ 1
7

 A
>

B＋ 4
7

 A
>

C ）
 　＝ 1

1－r（ 1
3
－ 1

7
 r）A >

B－ 4
7

 r A
>

C

　これが B
>

C と平行であるから
　　　A

>

M＝k B
>

C＝k（－A
>

B＋A
>

C ）　（kは実数） 　 ベクトルの平行条件
と表される。係数を比較して

　　　－k＝ 1
1－r（ 1

3
－ 1

7
 r），k＝－ 1

1－r
･ 4

7
 r　　 A

>

B と A
>

C は1次独立

　kを消去して

　　　 1
3
－ 1

7
 r＝ 4

7
 r　ゆえに，r＝ 7

15

　次に，AB＝3，AC＝4，∠BAC＝60°  だから
　　　A

>

B･A
>

C＝3･4 cos 60°＝6，│A
>

C│2＝16

　A
>

M⊥A
>

C  のとき，A
>

M･A
>

C＝0  より 　 ベクトルの垂直条件

　　　 1
1－r（ 1

3
－ 1

7
 r）A >

B－ 4
7

 r A
>

C ･A
>

C＝0

　　　（ 1
3
－ 1

7
 r）A >

B･A
>

C－ 4
7

 r │A
>

C│2＝0

　　　6（ 1
3
－ 1

7
 r）－64

7
 r＝0

　　　r＝ 1
5

（別解）

　A
>

R を求めるところは次のようにしてもよい。

　　　A
>

R＝ s
3

 A
>

B＋（1－s）A
>

C 　  O
>

P＝x O
>

A＋y O
>

B  のとき，点Pが直線 AB 上にあるならば
 x＋y＝1

 ＝ s
3

 A
>

B＋ 3
2
（1－s）A

>

Q

　Rは直線 BQ 上の点であるから

　　　 s
3
＋ 3

2
（1－s）＝1　ゆえに，s＝ 3

7

　　　A
>

R＝ 1
7

 A
>

B＋ 4
7

 A
>

C

垂直条

める
>

＝
3

A＋yO

＋y＝1
s

 A

上の

＝ ＝ 3

AC

Sample

SS
次のようにしてもよい。のようにしてもよい

－－ss））AA
>

C C O

s））AA
>

QQ

から
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　　a
>

＝（2，－ 5  ），b
>

＝（x，3）  のとき，a
>

＋b
>

  と  a
>

－b
>

  が平行になるようなxの値を求めよ。

　　a
>

＝（1，2），b
>

＝（2，1）  のとき，ベクトル  p
>

  を  p
>

＝ka
>

＋（2－k）b
>

  とする。2≦k≦4  に対する  p
>

  の大きさ│p
>

│の最大
値を求めよ。

　　△ABC の辺 AB を  3：1  に内分する点をP，辺 BC を  2：1  に外分する点をQとするとき，次のベクトルを A
>

B，
A

>

C を用いて表せ。
　⑴　A

>

Q　　 ⑵　P
>

Q

　　位置ベクトル  a
>

＝（x2，y），b
>

＝（－x，2），c
>

＝（0，1）  である3点を頂点とする三角形の重心の位置ベクトルが
　（2，2）のとき，x，y  の値を求めよ。

1

2

3

4

演 習 問 題

：1に とき
せ。

Sample
m点をP，辺辺 BC  BC をを  2：1  1に外分する点をに外分する Q

⑵　⑵ P
>

Q
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　　三角形 ABC において，次の等式を満たす点Pはどのような位置にあるか。
　　　　P

>

A＋P
>

B＋3P
>

C＝0
>

　　平面上に平行でない2つのベクトル  O
>

A＝a
>

，O
>

B＝b
>

  がある。点 C，D を  O
>

C＝2a
>

，O
>

D＝3b
>

  となるようにとる。
AD，BC の交点をEとするとき，ベクトル O

>

E を  a
>

  と  b
>

  を用いて表せ。

　　平行四辺形 OABC において，Dを OA を  2：1  に内分する点，Eを OC の中点，Fを CD と BE の交点とする。

　CF＝mCD，BF＝nBE  とするとき， n
m

 の値を求めよ。

　　四角形 ABCD において，B
>

C＝ 2
3

 A
>

B＋ 1
3

 A
>

D  が成り立っているとき，

　A
>

C＝ ア  A
>

B＋ イ  A
>

D  であり，対角線 AC と BD の交点をEとすると，
　A

>

E＝ ウ  A
>

B＋ エ  A
>

D  である。

　　また，AB＝ 3
2
，AD＝1，∠BAD＝60°  のとき，AE＝ オ   である。

5

6

7

8

を  2：1 交点

き， n

お ＋ 1
3

A

イ であり
A

>>

D

Sampleる点，Eをを OC Cの中点の中点，，Fをを CD C

めよ。
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　　ベクトル  O
>

A＝（4，3）  と  O
>

B＝（5，12）  とのなす角を2等分する方向をもち，長さは5であるようなベクトル 

O
>

C を求めよ。

　　0＜m＜1  とする。三角形 ABC の辺 AB，AC の中点をそれぞれ D，E とし，DB，EA をそれぞれ  m：（1－m）  に
内分する点を F，G とする。さらに BG と CD の交点を H，BE と CF の交点をIとし，A

>

B＝b
>

，A
>

C＝c
>

  とおく。
次の問いに答えよ。
　⑴　A

>

H を  b
>

，c
>

，m で表せ。
　⑵　A

>

I  を  b
>

，c
>

，m で表せ。
　⑶　3点 A，H，I  は同一直線上にあることを示せ。

　　同一直線上にない3点 A，B，C がある。図のように線分 AC を  3：2  に
内分する点を D，線分 BC を  a：1  （a＞1  とする）  に外分する点をEとし，
直線 BD と直線 AE の交点をFとする。次の問いに答えよ。

　⑴　A
>

F＝s A
>

E，B
>

F＝t B
>

D  とおくとき，s，t  をaを用いて表せ。
　⑵　C

>

F™A
>

B  となるようなaの値を求めよ。
　⑶　△ABC が正三角形のとき，C

>

F⊥A
>

E  となるaの値を求めよ。

　　Pを三角形 ABC の内部の点とし，三角形 BPC，三角形 CPA，三角形 APB の面積の比が  1：2：3  になるものと
する。次の問いに答えよ。
　⑴　A

>

P を A
>

B，A
>

C で表せ。
　⑵　a P

>

A＋b P
>

B＋c P
>

C＝0
>

  とするとき，a：b：c  を求めよ。ただし，abc≠0  とする。

1

2

3

4

演 習 問 題

A

B

D
F

C E

B，C

分 BC 分 を
AE の

s A
>>

E

A

Cが 求めよ。Sample

SSa
図のように線分に線分 AC  AC 分分 をを  3 ：2  2  にに

1  とする））   に外分する点をに外分する点 EEとしとし，
する。次の問いに答えよ。次の問いに答えよ

D  D  とおくときとおくとき，ss，，tt    ををaaを用いて表せ。を用いて
うなうなaの値を求めよ。値を求め
のときのとき，CC

>>>

FF⊥⊥AA
>>>

E  Eとなると aの


